
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
六
十
回
）

「
蘆あ

し 
 

城き

」

・
「
蘆
城
」
は
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
ば
れ
た
大
宰
府
（
現
・
福
岡
県
太
宰
府
市
）
か
ら
丘
陵
を
越
え

て
東
南
へ
約
４
ｋ
ｍ
程
の
地
に
あ
る
筑
前
国
御
笠
郡
阿
志
岐
（
現
・
福
岡
県
筑
紫
野
市
阿
志
岐
・

吉
木
）
の
地
域
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
地
域
は
福
岡
県
の
中
央
部
か
ら
や
や
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
古
代
、
東
部
に
向
か
い
豊
前

（
現
・
福
岡
県
東
南
部
及
び
大
分
県
北
部
に
属
す
る
。
）
を
通
っ
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
至
る
古
代

の
官
道
「
田
河

た

が

わ

道じ

」
に
臨
み
、
公
務
往
来
す
る
者
の
た
め
に
馬
を
用
意
し
、
宿
を
設
け
た
駅
家

う

ま

や

で

万
葉
集
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
「
蘆あ

し

城き

の
駅
家

う

ま

や

」
が
あ
っ
た
。

・
駅
家
跡
は
昭
和
五
十
三
（
１
９
７
８
）
年
に
発
掘
調
査
で
筑
紫
野
市
大
字
吉
木
の
水
田
下
か
ら
奈

良
時
代
～
平
安
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
群
が
「
萬
葉
集
」
に

詠
わ
れ
た
蘆
城
の
駅
家
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
蘆
城
の
駅
家
は
、
大
宰
府
に
近
く
、
ま
た
、
山
々
に
囲
ま
れ
、
平
野
部
を
蘆
城
川
が
流
れ
る

な
ど
景
色
が
良
い
地
で
あ
る
た
め
、
し
ば
し
ば
大
宰
府
官
人
達
の
憩
い
の
場
と
し
て
宴
が
開
か
れ

て
い
た
よ
う
で
万
葉
集
に
は
宴
を
催
し
た
際
に
詠
ん
だ
次
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
『
蘆
城
の
川
』
は
今
、
こ
の
地
を
流
れ
る
宝ほ

う

満
川

ま
ん
か
わ

で
あ
り
、『
蘆
城
の

野
』
は
宝
満
川
流
域
の
平
野
と
い
わ
れ
る
。

１
）
女
郎
花

お
み
な
え
し

秋あ
き

萩は
ぎ

交ま
じ

る

蘆あ
し

城き

の
野の

今
日

け

ふ

を



始は
じ

め
て

万
代

よ
ろ
づ
よ

に
見み

む

巻
八
―
１
５
３
０

作
者
：
未
詳

（
解
説
）
お
み
な
え
し
と
秋
萩
と
が
入
り
交
っ
て
咲
い
て
い
る
蘆
城
の
野
よ
、
こ
の
野
を
今
日
を
始

め
て
と
し
て
い
つ
い
つ
ま
で
も
見
よ
う
。

（
写
生
地
１
）
筑
紫
野
市
の
北
東
端
に
あ
る
大
字
吉
木
を
通
る
県
道
吉
木
―
関
屋
線
沿
い
の
吉
木
小

学
校
か
ら
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
東
へ
入
っ
た
市
道
脇
の
水
田
下
か
ら
奈
良
～
平
安
時
代
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
跡
が
蘆
城
駅
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
近
く
に
あ
る
東
吉
木
集
落
に
秋
の
花
々
が
咲
き
誇
る
秋
風
景
と
背
景
に
大
宰
府
の
東
に

あ
る
宝
満
山
を
描
く
。（
杏

花
）

２
）
玉た

ま

櫛
笥

く

し

げ

蘆あ
し

城き

の
川か

は

を

今
日

け

ふ

見み

て
は



万
代

よ
ろ
づ
よ

ま
で
に

忘わ
す

ら
え
め
や
も

巻
八
―
１
５
３
１

作
者
：
未
詳

（
解
説
）
蘆
城
の
川
、
こ
の
川
を
今
日
見
た
か
ら
に
は
、
い
つ
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ら
れ
よ
う
か
。

〇
こ
の
二
首
の
作
者
は
未
詳
と
な
っ
て
い
る
が
歌
の
内
容
か
ら
大
宰
府
に
新
た
に
赴
任
し
た
官
人

の
歓
迎
を
兼
ね
た
秋
の
宴
で
「
今
日
を
始
め
て
」
（
一
五
三
〇
）
、
「
今
日
見
て
は
」（
一
五
三
一
）

な
ど
の
表
現
か
ら
二
首
と
も
新
任
者
が
詠
ん
だ
歌
だ
と
見
ら
れ
る
。

（
写
生
地
２
）
大
宰
府
の
東
に
あ
る
宝
満
山
に
端
を
発
し
、
南
流
し
て
蘆
城
の
駅
家
跡
と
推
定
さ
れ

る
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
た
筑
紫
市
吉
木
付
近
を
通
り
、
筑
後
川
に
流
れ
込
む
古
代
の
蘆
城
の
川
と

い
わ
れ
る
今
の
「
宝
満
川
」
を
描
く
。
背
景
は
宝
満
山
。（
杏
花
）

（
参
考
文
献
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著
「
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集
釈
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日
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大
系
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福
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「
道
の
万
葉
集
」
等


